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私達は、21世紀を生きる子供たちのためのBIRD-KISS（アートコミュニケーションプロジェクト）とし
て、100種類の創作BIRDのぬり絵を中心としたワークショップを各地で積極的に展開しています。
「自分らしく、他人を認めあい仲良く」をテーマに、セルフエドケーション（しなやかで、自由で、生

きること自体が、知らない間に、学ぶことになっているようなスタイル）の大切さを伝えていきたい
と思っています。ぜひ、ホームページをご覧ください。　www.bird-kiss.com	

茨城県にある小美玉市四季文化館	

「みの〜れ・BIRD美術館」とは？	

「みの〜れ」のイベント「おやこDEわくわく

コンサート」とコラボWS開催。	

「みの〜れ」のモニュメントの前で。（BIRDおおたけ）	

館内の森のホールの前には、100種類のBIRD作品が常設展示されています。	

親子で参加していただいたことは、BIRD-KISSとして

とても意義がありました。	

2001年１月より、茨城・美野里町の「文化セ

ンター建設プロジェクト」においてアートプロ

デュースを担当しました。文化センターが建

つ場所は、豊かな森を再生し、自然に彩られ

た美野里のイメージを高める場です。そこで

森の象徴である「BIRD」を通じて、住民のみ

なさんと共に文化センターを創り上げていこ

うというプロジェクトでした。おおたけの創作

ビジュアルである「BIRD」を通して子供たちの

感性を宝にして親子の共生を創造する場を

提供していく参加型アートを推進し、15年目

を迎えます。	

	

2018年5月27日（日曜）に開催されたイベント

にあわせてBIRDぬり絵を中心としたワーク

ショップを行いました。	

コンサートに参加した300組の親子が多数

BIRDと親しんでくれました。今回のワーク

ショップは、親子というテーマで楽しんでもら

うために、対の２羽のBIRDを親と子どもがぬ

り絵で完成させるという親子共同作業にチャ

レンジしてもらいました。さてさて、どちらの

BIRDのほうが創造性にあふれたBIRDに仕

上がったのか？結果は？（笑）	

また、子どもの安全をスローガンにしたBIRD

バッチをガチャポンでゲット。その場で子ども

につけてもらいました。これからの季節「ひと

り歩き」なんかはぜったいにさけたいですよ

ね。BIRD折り紙も300セット用意。親子で風

船を折って遊んでもらいました。他にもいろ

んな企画で盛り上げました。	

次ページ以降に紹介しています。	
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ワイヤーBIRDに沿ってキチッとはみ出さない

ように塗る子ども。ワイヤーにこだわらず思

いっきりはみ出して塗る子ども。ときにはワイ

ヤーを足して足を10本にして「ムカデBIRD」と

ネーミングを添える子ども。また、同じ種類の

BIRDでも塗る子によって全く違う色彩のBIRD

になる。そんなBIRDを参加する子どもたちは

互いに認め合い楽しんでもらいたいのが

「BIRDぬり絵」の世界です。自分らしさをみん

なが見せ合い、そして認め合う社会。未来を

生きる子どもたちに伝えたいメッセージです。	

BIRDぬり絵について。	

BIRDおおたけの描くBIRDは100種類ありま

す。その中から自分で塗りたいBIRDをセレク

トするところからWSはスタートします。	

BIRDは100種類。	

ぬり絵ボードの中のBIRDを２羽向かい合っ

たレイアウトにしました。それを親と子どもと

一緒に塗ってもらうという企画にしています。

親も子供心を思い出してチャレンジ！	

ワイヤーBIRDを親子でぬり絵。	

完成した親子BIRDをあらためて見に来て。

他のBIRDをみたり、自分のBIRDと比べたり

してほしいと思っています。また、WSそのも

のを常設し、いつでもぬり絵が楽しめるよう

に提案しています。	

WS後は、そのままポスターにして、	

BIRD美術館に展示。	

BIRDぬり絵が完成したら、写メしてBIRD-

KISSホームページ内の「特設BIRD美術館」

へ投稿できます。世界の子どもたちとのコラ

ボを楽しんでください、今後はネット上でも、

ぬり絵ワークショップに参加できるようにした

いと考えています。	

WEB-BIRD美術館への投稿。	

KISSには、相思相愛の意味がこめられ
ています。自分から進んでアクションし

よう。	

サポートしてくれたボランティアの高校

生・大学生のみなさんも、好き勝手に塗

り始める子ども達にあたふた（笑）。	 みんなのBIRD展として後日展示します。	

集中して色えんぴつを動かしている子ども達。

どんなことを考えて塗ってるんだろう？	

お花畑で遊んでいる鳥さんなの。そう言
いながらリボンをつける子ども。空想の

世界で遊んでるのかな？	

	きれいに塗ろうと慎重な子どももいれば、
笑いながら塗りなぐる子どももいる。	
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BIRD-KISSワークショップでは、ぬり絵ボード

で楽しんでいただくこととは別に、完成した

BIRDを「缶バッチ」にして差し上げるという企

画も実施してます。世界でひとつのオリジナ

ルバッチです。子ども達が帽子やカバンにつ

けて、まるで自分の分身のように大切に楽し

んでくれています。	

「子ども達のBIRDとBIRDおおたけのBIRDと

どっちがいい？」って尋ねると、みんなそろっ

て「わたしのー！」「ぼくのー！」って嬉しそう

に返事してくれます。うれしいやら、悲しいや

ら（笑）。	

BIRDぬり絵バッチについて。	

日本古来の紙遊びである折り紙は、世界共

通語。BIRDもオリジナル折り紙を作っちゃい

ました。もちろん英語の解説付き。南アフリカ

のウガンダ、モンゴル、ミャンマー、ニュー

ヨークなどに配ってます。表裏ともデザインし

てます。さまざまな折り紙とは別に、お年玉

袋にしたというお便りもいただいてます。「み

の～れ」では、風船の折り方を紹介し、親子

で遊んでもらいました。	

BIRDぬり絵と同じく、折った作品を写メして

BIRD-KISSホームページ内の「特設BIRD美

術館」へ投稿できます。	

BIRDのORIGAMIで遊ぼう！	

今回は、親子での参加イベントということもあ

り、登下校時に注意してほしい「メッセージ」

を表記したBIRDバッチを、ガチャポンのカプ

セルに入れました。ポイントは「ひとりになら

ない」ことです。	

●ひとりで遊ばない。●ひとりで帰らない。●

ぜったいひとりにならない。●みんなといっ

しょに帰る。●知らない人と話さない。●こわ

い時は大声をだす。●大声でたすけを呼ぶ。

●くらい道は通らない。●おそくまで遊ばな

い。●カエルコールをしよう！　など。	

たかがBIRDバッチですが、少しでも世の中

のお役に立ちたいと願っています。	

BIRDガチャポンも登場！	

BIRD折り紙を通していろいろな人と触れ
合うきっかけを作ることで、自然とコミュ

ニケーション力を育んで欲しい。海外交

流の手段の１つとして役立てられるよう、

親しんでおくのもいいかもしれませんよ。	

安心標語BIRD缶バッチで、お父さん、お
母さんを応援したい。そう願って制作しま

した。	

自分が塗ったBIRDのバッチには、さすがに
子ども達も大喜び。お友達に見せびらかし

てくださいね。（笑）	

東日本大震災以来、

配っている「Daijobu-
Daijobu」（大丈夫-大
丈夫）缶バッチ。これ

からも子ども達の心

をしっかりサポートし

ていきたい。	

ぬり絵は時として、気分転換に役立ちま
す。（進学プラザのカレンダーは、BIRDぬ
り絵仕様。希望する学校へ進学するため
の目標をぬり絵に込めます。）	

那須のBIRDステーションでは、プレゼントし
た缶バッチを複製して展示してます。日々、

仲間が増えることがとても嬉しいです。	


